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してきたともいえるだろう。つまり音楽は、こうした領域的なアイデンティ

ティを喚起し、人々を「想像の共同体」へと統合する装置となりうるのだ。

カザフスタンを含む旧ソ連の国々の音楽とナショナル・アイデンティティ

の関係については、数多くの研究が蓄積されている。たとえばフロロワ＝

ウォーカーは、ソヴィエト時代のロシア音楽が、「社会主義リアリズム」の

理念のもとでナショナル・アイデンティティの形成に動員されたことを明ら

かにしている［Frolova-Walker 1998］。エドモンズは、ポスト・ソヴィエト

期のラトヴィアにおいて合唱音楽の復興がナショナル・アイデンティティの

再構築に寄与したことを論じ［Edmunds 2004］、ドートリーはロシアのロッ

ク音楽がソ連解体後の社会変動のなかでナショナル・アイデンティティをめ

ぐる言説空間になったことを指摘した［Daughtry 2003］。

ポピュラー音楽を通したネイションの語りについては、ストリート［1997］

や、ビドルとナイツ［2007］の研究が示唆に富む。かれらは、ポピュラー

音楽がしばしばナショナルな神話や記憶を呼び覚まし、愛国心を喚起する

媒体として用いられてきたことを指摘する［Street 1997; Biddle & Knights 

2007］。国歌や愛国歌は国家の理念を体現し、時に国民を情動的に動員する

力を持つ。カザフスタンにおいても、愛国的なメッセージを込めた「愛国歌

（Patrıottyq ənder）」と呼ばれる楽曲ジャンルが存在し、式典などで頻繁に

演奏されている。

また、ネイションの物語は、しばしば特定の音楽ジャンルや言語と結びつ

けられる。たとえば、叙事詩を歌う「ジル (Zhyr)」などは遊牧民の口承文化

を体現するものとして称揚されている［Kuzembay 2016: 159］。カザフ語の

歌詞もまた、民族の言語的アイデンティティを強調する装置として機能して

いる側面があるだろう。

他方、ポピュラー音楽はつねにナショナルな枠組みに回収されるわけでは

なく、しばしば国民国家の境界を越境し、新たなアイデンティティを生み出

すきっかけともなる。クライディ［2005］やバーク［2009］が論じるよう

に、グローバル化の時代における文化的なハイブリディティは、ディアス
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ンティ・ワンのコンサートに反対する抗議行動が起き、公演が中止に追い

込まれる事態となった。イスラーム的規範を重んじる人々にとって、ナイン

ティ・ワンの中性的で挑発的なパフォーマンスは受け入れがたいものだった

のである［Rancier 2018: 161］。

このように、Q-pop は決して一枚岩の文化現象ではない。グローバルな

ポップカルチャーの影響を吸収しつつローカライズする過程で、Q-pop は国

民文化のあり方をめぐる論争の的ともなっている。保守とリベラル、イス

ラームとセキュラリズム、伝統と革新――Q-pop の躍進は、多元化するカザ

フスタン社会の亀裂と葛藤を浮かび上がらせずにはいない。

それでもなお、ナインティ・ワンに代表される Q-pop のアーティスト

たちは、音楽を通して新しいカザフスタン文化の創造に挑んでいる。プロ

デューサーのエルボラト・ベデルハン (Yerbolat Bedelkhan) は、2023 年 9

月 8 日に配信されたポッドキャスト番組「Zamandas（同時代人）」で Q-pop

について次のように語っている 2。

「私たちの目標は、グローバルな音楽市場でカザフスタンの存在感を示すこ

とです。そのためには、カザフの伝統に根ざしつつ、世界の聴衆の心に訴え

かける音楽を作らなければなりません。Q-pop はそのための実験場なのです」

ベデルハンの発言からは、Q-pop を通してカザフスタンの文化的アイデン

ティティを再定義しようとする意欲が感じられる。世界とつながりながら、

カザフとしてのルーツを探求する――。このような Q-pop の野心は、グロー

バル化の中で生まれた新しいナショナリズムの萌芽といってよいのかもしれ

ない。

 2 2023 年 9 月 8 日配信「エルボラト・ベデルハンによる Ninety-One のサクセス
ストーリーと新しい Q ロック」（Istorija uspexa Ninety one i novyj kazaxskij 
Q-Rock ot Erbolata Bedelkhana / Zamandas）URL: https://www.youtube.
com/watch?v=4s07oRX7U2g（2024 年 7 月 23 日閲覧）
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することで、新しいハイブリッドなスタイルが生み出されてきた。その一方

で、文化的独自性を守ろうとするナショナリスティックな反応も見られる。

クラシックとポップスの垣根を越えて活躍するクロスオーバー歌手ディマ

シュ（Dimash）もまた、ジャー・ハリブと並んで国際的な人気を博してい

る。ディマシュの音楽的アプローチの特徴は、カザフ民謡の旋律を基調とし

つつ、クラシックとポップスの要素を巧みに融合させる点にある。2021 年

にリリースされた「Samaltau（風の強い山）」はその典型例といえるだろう。

この楽曲ではカザフの伝統楽器とオーケストラの重厚なサウンドを組み合わ

せ、カザフ語で高らかに歌い上げられる。民族音楽の叙情性とクラシック音

楽の荘厳さが見事に調和した、まさにトランスカルチュラルな表現である。

他方で、カザフスタンのアーティストがグローバルな音楽産業に飲み込ま

れつつあるという懸念の声もある。そうした状況下で自国のアイデンティ

ティを強調する試みもまた、ポピュラー音楽の領域には見出される。その一

例が、ドンブラ奏者アスルベク・エンセポフ（Asylbek Ensepov）である。

代表作「Aday（アダイ）」（2023）では、勇壮なドンブラのリフに電子ドラ

ムのビートを重ね、伝統と現代を融合させたサウンドを生み出した。キュイ

と呼ばれる伝統的な曲の演奏スタイルを現代的にアレンジし、ドンブラの新

たな可能性を示した楽曲ともいえる。その一方で、楽曲に込められたメッ

セージは、遊牧の時代から連なるカザフの精神性を讃えるものでもある。都

会的なサウンドの裏には、民族のルーツへの回帰が息づいている。

国外の音楽的影響をより柔軟に吸収しているのが、女性歌手ナジム・イ

チケエワ（Nazym Itikeeva）を中心とする 3 人組「Made in KZ」である。

Made in KZ はシンセサイザーとドンブラを用いて、国内外の有名なポップ

ロックのヒット曲を独自にアレンジしてきた。かれらのレパートリーには、

マイケル・ジャクソンの「Billie Jean」やクイーンの「We Will Rock You」、

レッド・ツェッペリンの「Stairway to Heaven」など、時代を超えたスタン

ダード・ナンバーが名を連ねる。その音楽性はポップス、ロック、エレクト

ロニック、民族音楽など、ジャンルの垣根を自在に越境する。 
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Made in KZ の試みは、グローバルに流通する音楽コンテンツをローカル

な文脈に接続する、いわば「グローカリゼーション」の実践と捉えることが

できる。世界の多様な音楽に触発されつつ、カザフの伝統を再解釈するかれ

らの創造性は、ナショナルなものとグローバルなものの境界をあいまいにし

ている。同時に、このような営みはグローバル化がもたらす文化的画一化へ

の抵抗の一形態ともいえるのではないか。

ここで注目したいのは、エンセポフや Made in KZ の音楽が示唆する、民

族の「伝統」なるもののありかたである。かれらがドンブラなどの民族楽器

を現代的な文脈で用いるとき、そこには「伝統」の所与性を問い直し、新た

な意味を付与する創造的行為が含まれている。つまり、「伝統」とはつねに

グローバルな文化状況との対話の中で書き換えられ、再構築されるものとも

いえる。

以上から明らかになるのは、ナショナルなものとグローバルなものは必ず

しも二項対立的な関係にはないということである。むしろ多くの場合、ナ

ショナル・アイデンティティはグローバルな他者とのせめぎ合いを通じて構

築される。ディマシュによるハイブリッドなアレンジ、エンセポフによる電

子楽器とのコラボレーション、そして Made in KZ による西洋ロックのドン

ブラ・アレンジはいずれも、カザフの音楽が異文化と邂逅することで生まれ

た雑種的表現といえるだろう。

かくして現代カザフスタンの音楽的実践は、ポスト社会主義とグローバル

化の狭間で新たなナショナル・アイデンティティの萌芽を示唆しているので

はないか。それはもはや単一の帰属ではなく、絶えざる交渉と横断の中で生

成するプロセスとしてのアイデンティティである。 

ここまでに概観した事例を通して、現代のカザフスタン・ポピュラー音楽

が、ナショナル・アイデンティティをめぐる複雑なカルチャー・ポリティク

スの力学に絡め取られているという指摘もできる。音楽は、伝統の再解釈、

過去へのノスタルジー、グローバル化への欲望と不安といった社会の変容の

諸相を映し出す装置であると同時に、それ自体が変容を促すエージェントと
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ク・アイデンティティを国民国家の基盤に据える「カザフ化」の潮流と、カ

ザフスタン国籍を共有する諸民族の平等を説く「カザフスタン化」の潮流が

拮抗してきた［Laruelle 2015］。前者は、カザフ語とカザフ文化の復興を通

して、ソ連時代に抑圧されてきた民族の誇りを取り戻そうとするエスノナ

ショナリズムの性格を帯びる。他方で、後者はシビック・ナショナリズムの

立場に立ち、言語や民族の違いを超えた「カザフスタン人」という包括的な

アイデンティティの創出を目指す。

こうした相克は、ポピュラー音楽の領域にも持ち込まれている。前節で取

り上げたように、「Medina」のような楽曲は遊牧の記憶を呼び覚まし、カザ

フ民族の歴史を讃える一方で、ナインティ・ワンのようなアーティストはカ

ザフ語の普及とカザフ文化の再評価を訴求する。これらに対して、ロシア語

を主な媒介語とするアーティストも多く、言語の垣根を超えたカザフスタン

の国民統合を唱導する。

だがラリュエルも指摘するように、現実のカザフスタン社会ではこうした

二項対立的な図式は必ずしも成り立たない［Laruelle 2015: 22］。つまり、エ

スニックとシビック、たとえばカザフ人とカザフスタン人のアイデンティ

ティは、相互排他的というよりも、重層的に併存している。人々は状況や文

脈に応じて、複数のアイデンティティを使い分けているのである。

ポピュラー音楽は、そうしたアイデンティティの複層性をも映し出す。な

ぜなら、「カザフ人でありカザフスタン人である」というアイデンティティ

の二重性は、音楽の作り手と聴き手の多くに共通する感覚だからだ。自らの

エスニックなルーツを誇りに思いつつ、同時に他者との共生を志向する複合

的な心性は、Q-pop の歌詞に込められた言葉の響きにも、ジャー・ハリブの

オリエンタルなサウンドにも、エンセポフの実験的な音世界にも、縦横無尽

に走り抜けている。

この点で興味深いのが、カザフスタン出身アーティストの国際的な活躍で

ある。ディマシュやジャー・ハリブは中国やロシアでも広く知られている。

その背景には、カザフスタン発の音楽がもはやカザフスタン国内だけのもの
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つ、メンバー全員がカザフ人であることにこだわり、歌詞でカザフ語の普及

を訴えかける。かれらの音楽は、グローバルなポピュラー音楽の型に、ロー

カルなコンテンツを流し込む回路として機能している。同様に、エンセポフ

のパフォーマンスに顕著なローカルな音の断片のサンプリングは、グローバ

ルな電子音楽のスタイルに民族音楽の身体性を持ち込む試みとして理解でき

る。かれの音楽は、ローカルとグローバルの相克を内包しつつ、その二項対

立を解体する試みでもある。

こうしたポピュラー音楽のあり方は、カザフスタン社会が直面する「近代

化」の課題を映し出す鏡ともなっている。独立後のカザフスタンは急激な社

会変革のただ中にある。市場経済化、グローバル化、都市化といったマクロ

な変動は、人々の日常生活にも大きな影響をもたらしている。伝統的な価値

観や規範が揺らぎ、新しいライフスタイルも生まれつつある。だが他方で、

ソ連時代のノスタルジーに彩られた過去への憧れも、社会の根底に脈々と息

づいている。

カザフスタン社会にとっての「近代性」とは、こうした伝統と革新のせめ

ぎあいの中でこそ立ちあらわれる。それは一様な発展モデルではなく、ロー

カルな文脈に根ざした複数の近代化の軌跡でもある。ここで興味深いのが、

欧米的な「近代」の価値観がカザフスタンの文脈でユニークに読み替えられ

ている点である。ナインティ・ワンに向けられる批判の多くは、かれらの容

姿やパフォーマンスが「伝統的な」ジェンダー規範を逸脱しているというも

のだ。つまり、男性性／女性性や異性愛／同性愛の価値観が問い直される局

面で、「伝統」なるものが立ちあらわれるのである。

しかし皮肉なことに、カザフ民族の伝統もまた一枚岩ではない。遊牧の記

憶は時に男女の平等を想起させるし、ソ連時代のジェンダー観は必ずしも保

守的とはいえない。要するに、「伝統」と「近代」は所与のものではなく、

絶えず書き換えられている。カザフスタンのポピュラー音楽は、こうした

アイデンティティの政治、ジェンダーの政治が交錯する場ともなっている。

「伝統」の名の下に男性性／女性性の境界線が引き直されたり、グローバル
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カザフ語であれロシア語であれ、都市であれ地方であれ、音楽を愛好する

人々は、ともにこの国の「いま・ここ」に立ち会う聴衆である。ポピュラー

音楽は、そうした人々のあいだに親和感を生み、国民としての一体性を喚起

する装置として機能しているといえるだろう。

さらに付け加えるなら、SNS の発達によって、ポピュラー音楽はかつて

ないほど共有されるメディアとなった。YouTube のコメント欄を覗いてみ

れば、カザフ語とロシア語が入り乱れ、時には言葉を超えたコミュニケー

ションが生まれていることがわかる。Twitter や Instagram のハッシュタグ

は、特定の楽曲や歌手をめぐる語りを瞬く間に拡散させる。ポピュラー音楽

は、バラバラだった人々を新しいコミュニティへと組み上げていく触媒とも

いえるのかもしれない。

もちろん、音楽の力を過大評価することにはリスクもある。ポピュラー音

楽はあくまで大衆文化の一形態であり、即物的な政治や経済のリアリティを

凌駕するものではない。階級や民族、ジェンダーなど、カザフスタン社会の

根底に横たわる構造的な亀裂は、音楽によって簡単に癒やされはしないだろ

う。それでもなお、ポピュラー音楽が新しい共同性を紡ぎ出す可能性を指摘

することはできる。人々は音楽を媒介にカザフスタンの「いま」を生きる側

面を持つ。その意味で、ポピュラー音楽は国民統合の回路であると同時に、

国民を問い直し、組み替える媒体のひとつである。

以上、本節では次の 3 点を示した。第 1 に、カザフスタンのポピュラー音

楽には複数のアイデンティティが交錯し、それは同国のネイション形成の複

雑な過程を体現するものでもある。第 2 に、ポピュラー音楽は伝統と近代、

ローカルとグローバルが拮抗する「第三空間」であり、カザフスタン社会の

変容を映しだす場として機能している。第 3 に、ポピュラー音楽はイデオロ

ギーの対立を孕みつつも、同時に国民統合へと人々を誘う装置でもある。

こうした考察を通して明らかになるのは、カザフスタンのポピュラー音楽

のポリティクス、すなわち、文化を媒介にしたアイデンティティの交渉が、

ネイション形成の複雑な力学を映し出すということだ。ソ連崩壊後の分断を
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カザフスタンのポピュラー音楽は、こうした同国の文化的変容の複雑な力

学を映し出しもする。伝統と近代、ローカルとグローバルが拮抗する「第三

空間」としての音楽は、さまざまな文化的要素のせめぎ合いを孕みつつ、新

しいアイデンティティを紡ぎ出す装置ともなっている。

ただし、本研究にはいくつかの限界も存在する。まず、分析対象とした事

例がごく一部のアーティストに限られている点だ。カザフスタンの音楽シー

ンには他にも多様な表現者が存在するはずであり、かれらの試みを射程に入

れることができなかった。加えて、音楽を受容する聴衆の側の経験も十分に

掬い取れてはいない。インタビューなどを通して、音楽がどのように消費さ

れ、アイデンティティ形成に関与しているのかを探ることは、今後の研究課

題として残されている。付言すれば、ポピュラー音楽はけっして自律的な表

現ではない。レコード産業や国家文化政策など、音楽をとりまく制度的な布

置もまた、音楽の内容を方向づける。ポピュラー音楽と政治経済のマクロな

関係性を見据えた分析も必要とされるだろう。

これらの限界はありながらも、本研究では、カザフスタンのポピュラー音

楽はナショナル・アイデンティティを構築する装置であると同時に、それを

書き換え、問い直すオルタナティブな想像力の媒体であることを試論的では

あるが示してきた。カザフスタンのポピュラー音楽が提示するのは、唯一の

アイデンティティなどではなく、複数のアイデンティティが交差する過程そ

のものなのだ。

文化的な越境が加速するいま、ネイションの境界線は問い直しを迫られて

いる。カザフスタンのポピュラー音楽が示唆するのは、単一の帰属ではな

く、ハイブリッドで多層的なアイデンティティのありかたである。「カザフ

人」であると同時に「カザフスタン人」でありうる。ポスト社会主義という

移行期を生きるカザフスタン社会に求められているのは、そうした多層的な

アイデンティティを引き受けることである。ナショナルなものとトランスナ

ショナルなもの、過去へのノスタルジーと未来への希望――こうした異なる

欲望を架橋しながら、ポピュラー音楽は新しい「われわれ」を立ち上げる。
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複数の物語が交差する「想像の共同体」だ。カザフスタンのポピュラー音楽

が提示するのは、まさにそうしたオルタナティブなネイションの姿なのであ

る。
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The “Third Space” of Kazakhstani Music: 
The Trajectory of Transnational Identity in Popular Music

Mizuki SAKURAMA-NAKAMURA

ABSTRACT
This study examines the role of popular music in shaping national identity 

in post-Soviet Kazakhstan, focusing on developments since the 2010s. 
Through analysis of emerging genres like Q-pop, songs evoking Soviet-era 
nostalgia, and music reflecting globalization, the study explores how popular 
music embodies Kazakhstan's complex cultural dynamics.

The research situates Kazakhstani popular music within debates on 
national identity formation, tradition versus modernity, and the interplay 
between local and global influences. It argues that popular music functions 
as a "third space" where multiple identities intersect, reflecting Kazakhstan's 
multifaceted nation-building process. The rise of Q-pop exemplifies how 
global musical forms are localized to articulate new expressions of Kazakh 
identity. Meanwhile, nostalgic songs demonstrate enduring connections to the 
Soviet past.

Drawing on theories of cultural hybridity and glocalization, the thesis 
contends that Kazakhstani popular music does not simply reinforce a 
monolithic national identity. Rather, it provides a medium for negotiating 
and reimagining diverse identities in a post-socialist, globalizing context. 
Music emerges as both an instrument of national cohesion and a vehicle for 
alternative imaginings of community.

The study concludes that popular music in Kazakhstan reflects and shapes a 
multilayered conception of national belonging - one that encompasses ethnic 
Kazakh identity, civic Kazakhstani identity, and transnational affiliations. As 
such, it offers insight into the complex cultural politics of identity in post-
Soviet Central Asia.


